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新シール概論（3）シール用材料（6） 
 今回もシール用材料の続きです。 

（９）ブチルゴム（ＩＩＲ） 

イソブチレンとイソプレンの共重合体で

あるブチルゴムは適度の機械的強度を有し、

耐熱、耐寒、耐候性も優れたゴムです。 

鉱物系の油に対しては抵抗性がないが、特

殊な不燃性のリン酸エステル系には良好な

耐性を示し、ＥＰＤＭが出現するまで、高

温まで耐え得る唯一のゴムとして、シール

材料として特異な位置を有していました。 

しかし、圧縮永久歪が悪いためシール材料

としてあまり重要でなくなる傾向です。ガ

スの透過性が極めて低く、電気特性が良い

のでタイヤのチューブ、ゴム袋、絶縁材料

として現在も多く使用されています。 

（１０）天然ゴム（ＮＲ）、イソプレンゴ

ム（ＩＲ） 

イソプレンの重合体である天然ゴムは機

械的強度が大きく弾性の優れたゴムですが、

耐熱性、圧縮永久歪、耐油性が悪くシール

材料としてはあまり使われてはいない。 

（１１）スチレン・ブタジエンゴム（ＳＢ

Ｒ） 

 スチレンとブタジエンの共重合体であ

るＳＢＲは、もともと天然ゴムの代用とし

て作られたもので特性もさほど変わりませ

ん。耐熱性は天然ゴムより幾分よいが鉱物

油に対して悪い。しかし、植物油には良好

でシール材料として自動車のブレーキ液系

統に多く使用されています。この分野では

ＥＰＤＭが出現するまでは主役を演じてい

ました。 

（１２）クロロスルフォン化ポリエチレン

ゴム（ＣＳＭ） 

 組成はポリエチレンの一部をクロロス

ルフォン化してポリエチレンの結晶を無く

しゴム状にしたものです。 

 耐候性、耐薬品性、耐熱性は比較的よく

耐油性も中程度ですが、シール材料として

は圧縮永久歪が悪いため一般として使用さ

れていない。 

（１３）エピクロルヒドリンゴム（ＣＯ，

ＥＣＯ） 

エピクロルヒドリンゴムはエピクロルヒ

ドリン単独のホモポリマー（ＣＯ）とヒド

リンとエチレンオキサイドの共重合体（Ｅ

ＣＯ）の 2種類があります。 

耐油性はいずれもよく鉱物油、ジエステル

系の作動油にはＮＢＲと同等あるいはそれ

以上に言えます。圧縮永久歪も比較的よく

耐候性申し分ない。耐熱性はＮＢＲよりや

や良い程度です。耐寒性は、ホモポリマー

はあまりよくないが、共重合体は相当優れ

ていて低温性と耐燃料性は同時に要求され

る場合には有望です。加工性、機械的強度、

耐水性、耐金属腐食性はやや悪いがシール

材料として一般的には使用頻度は多くはあ

りません。 

（１４）ポリブタジエンゴム（ＢＲ） 

 組成はブタジエンの重合体で、弾性、低

温性は非常に優れています。 

 耐油性は天然ゴムなどと同様に悪いの

で、シール材料としてはあまり使われてい

ません。その他、ゴム材料は多くあります

が、シール用材料の観点見ればほとんど使

用されないので、除きました。 （続く） 

             

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
FAX 通信の記事についてのご意見や質問が

ございましたら下記の担当者に連絡くださ

い。（担当：根本) 

取扱い製品について 
NK リング：ふっ素ゴムをふっ素樹脂で被覆した画

期的な O リング 
コードリング：英国 NES 社の誇るふっ素ゴムつな

ぎ O リング 
TESNIT：スロベニア DONIT TESNIT 社製の高品

質ジョイントシート 
その他の各種シール製品 
以上の詳細はホームページに記載していますので、

是非ご覧ください。カタログや技術資料は、ご要求

がございました下記の本社宛にご一報ください。 
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